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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内と室外とを連通する壁孔に設けられたパイプファンであって、
　前記壁孔に挿入された筒状の本体枠と、
　この本体枠内に設けられた電動機と、
　この電動機によって駆動され前記壁孔を通って外気を室内に吸気する吸気ファンと、
　この吸気ファンと一体に形成され、室内の空気を吸い込むとともに、この吸い込んだ空
気を前記吸気ファンによって吸い込まれた空気と混合して室内に吐出する循環ファンと、
　前記本体枠の室内側に設けられ、前記吸気ファンと前記循環ファンとを覆い、前記吸気
ファンと前記循環ファンとによって吸気された空気を室内に吐出する送風口が開口された
ハウジングと、
　この送風口に設けられ、空気抵抗となるフィルタと、
を備えたことを特徴とするパイプファン。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、より快適な室内環境を提供することができるパイプファンに関する。
【０００２】
【従来の技術及び解決しようとする課題】
　従来のパイプファンとしては、室内と室外とを連通する通気孔に設けられ、電動機によ
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って駆動される吸引ファンによって外気を室内に供給するようになっているものが知られ
ていた。
【０００３】
　しかしながら、このファンにあっては、冬季のように外気温が室内温度よりかなり低温
の場合、吸入された外気によって室内の温度も低下してしまい、居住者が寒く感ずるとい
う問題点があった。
【０００４】
　また、風量を大きくすると、室内の温度が急激に低下するため、風量を大きくすること
ができず、室内に清浄な空気を行き渡らせるのに時間がかかるという問題点もあった。
【０００５】
　本発明は、かかる課題を解決するためになされたものであって、室内温度の低下を防止
しつつ室内の空気を清浄化できるパイプファンを提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の特徴は、
　室内と室外とを連通する壁孔に設けられたパイプファンであって、
　前記壁孔に挿入された筒状の本体枠と、
　この本体枠内に設けられた電動機と、
　この電動機によって駆動され前記壁孔を通って外気を室内に吸気する吸気ファンと、
　この吸気ファンと一体に形成され、室内の空気を吸い込むとともに、この吸い込んだ空
気を前記吸気ファンによって吸い込まれた空気と混合して室内に吐出する循環ファンと、
　前記本体枠の室内側に設けられ、前記吸気ファンと前記循環ファンとを覆い、前記吸気
ファンと前記循環ファンとによって吸気された空気を室内に吐出する送風口が開口された
ハウジングと、
　この送風口に設けられ、空気抵抗となるフィルタと、を備えたことである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、発明の実施の形態について図１及び図２を参照して説明する。
【０００８】
　図１は本発明に係るパイプファンを通気孔に装着した状態を示す断面図であり、図２は
、パイプファンの外観図である。
【０００９】
　これらの図において、符号１１は住宅等の壁を示し、室内１３と室外１５とを仕切って
いる。この壁１１には、通気孔１７が設けられており、その内周面にはパイプ１９がはめ
込まれている。
【００１０】
　このパイプ１９には、パイプファン２１が装着されている。このパイプファン２１は、
本体枠２３を有している。この本体枠２３は、筒状に形成されており、その外周側には板
バネ２５が設けられている。そして、この本体枠２３は通気孔１７に挿入され、板バネ２
５でパイプ１９の内周面を押圧することによって固定されている。
【００１１】
　この本体枠２３の内側には、モータ２７が支持アーム２９を介して同軸に保持されてい
る。このモータ２７の出力軸には、ファン３１が設けられている。このファン３１は、モ
ータ２７に近い側に吸気ファン３３が設けられ、モータ２７から遠い側に循環ファン３５
が設けられ、両者は一体に固定されている。そして、モータ２７によってこのファン３１
を回転させることによって、吸気ファン３３によって、モータ２７側から室外の空気を吸
引するとともに、循環ファン３５によって室内側の空気を吸引するようになっている。
【００１２】
　前記本体枠２３の室内側には、グリル（ハウジング）３７がファン３１を覆うように設
けられている。このグリル３７の前記モータ２７と反対の側には室内空気吸い込み口３９
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が開口している。この室内空気吸い込み口３９は、循環ファン３５によって室内側の空気
をグリル内に導入するためのものである。
【００１３】
　このグリル３７の外周には、送風口４１が設けられている。この送風口４１は、吸気フ
ァン３３，循環ファン３５によってグリル内に吸入された空気を室内に吐出するためのも
のである。この送風口４１の内側には、清浄フィルタ４３が着脱自在に装着されている。
この清浄フィルタ４３は、グリル３７内に吸引された室内及び室外の空気を室内に供給す
るに際して、空気中の塵埃を除去するために設けられたものである。また、送風口４１の
外側近傍には、マイナスイオン発生装置４５が設けられており、室内に送風される空気に
マイナスイオンを供給できるようになっている。
【００１４】
　一方、前記通気孔１７の室外側には、外壁フード４７が設けられており、風雨が直接通
気口に入らないようになっている。
【００１５】
　次に、このようなパイプファン２１の作用について説明する。
【００１６】
　このようなパイプファン２１において、まずモータ２７を駆動すると、吸気ファン３３
と循環ファン３５が回転し、吸気ファン３３は、外壁フード４７を通して室外の空気をグ
リル３７内部に吸引するとともに、循環ファン３５は、室内空気吸い込み口３９から室内
の空気をグリル３７内に吸い込む。ここで、送風口４１には清浄フィルタ４３が設けられ
ているため、この部分で空気抵抗が発生し、グリル３７内の空気が一気に送風口４１から
吐出されるのを防止している。従って、グリル３７内で室外、室内の空気が十分に混合さ
れる。このため、冬季のように室外の空気が室内の空気よりかなり低温の場合でも、グリ
ル３７中で室内外の空気が充分混合され、室内へ送風される空気の温度をある程度上昇さ
せることができる。ここで混合された空気は、ファン３１の外周側の清浄フィルタ４３を
通過するときに、その中の埃、花粉等の塵埃が除去され、送風口４１から室内へ送風され
る。また、空気が送風口４１から室内に送風される際に、マイナスイオン発生装置４５か
らマイナスイオンが発生し、送風される空気にマイナスイオンが供給される。
【００１７】
　このように、上記パイプファン２１にあっては、吸気ファン３３と同軸に循環ファン３
５を設け、グリル３７内で室外の空気と、室内の空気を混合させてから、室内に送風する
ようにしているから、外気が低温の場合であっても、室内の温度を下げることなく換気を
行うことができ、室内にいる人が寒く感ずることを防止することができる。また、室温の
低下を考慮することなく風量を大きくすることができるので、換気を速やかに行うことが
できる。
【００１８】
　また、送風口４１に清浄フィルタ４３が設けられているので、換気のみならず空気中の
花粉、埃等の塵埃を除去することができ、従って室内空気を清浄化することができる。さ
らに、このパイプファン２１にあっては、室外空気と室内空気を混合することによって室
内の気温の低下を防止しているから、送風量を大きくすることができ、従って空気の清浄
を速やかに行うことができる。
【００１９】
　さらに、送風口４１の近傍にマイナスイオン発生装置４５を設けているから、空気の清
浄化のみならず、供給空気にマイナスイオンを添加することができ、従って、室内にいる
人に快適感を与えることができる。
【００２０】
　なお、上記実施の形態においては、吸気ファン３３と循環ファン３５とを一体に固定し
ているが、これに限る必要はなく、両者を別体に形成し、その後両者をモータの出力軸に
固定するようにし、吸気ファンと循環ファンとの間に空隙を設けるようにしてもよい。こ
のようにすると、循環ファンが、室外空気で冷却された吸気ファンによって冷却され、そ
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の結果循環ファンに室内空気の水蒸気が結露することを防止することができる。
【００２１】
　なお、このマイナスイオン発生装置は、吸気機能だけのパイプファンに設けてもよく、
このようにすれば、吸気機能のみのパイプファンに比べて快適性を向上させることができ
る。
【００２２】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明にあっては、吸気ファンと同軸に循環ファンを設け、吸気フ
ァンによって吸い込まれた室外空気に循環ファンで吸入した室内空気を混合させて室内に
供給することができる。したがって、室内の温度を低下させることなく速やかに換気及び
空気の清浄化を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態のパイプファンを通気孔に装着した状態を示す断面図。
【図２】　本発明の実施の形態のパイプファンの外観を示す斜視図。
【符号の説明】
１３　室内
１５　室外
２１　パイプファン
２７　モータ
３３　吸気ファン
３５　循環ファン
３７　グリル（ハウジング）
４１　送風口
４３　清浄フィルタ
４５　マイナスイオン発生装置
【図１】 【図２】
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